
 九州旅客鉄道株式会社の経営企画部長の森です。皆様、本日はお忙しい中、ご参加いただき、誠に
ありがとうございます。 

 

 私から、2019年3月期第3四半期決算および通期業績予想について、本日公表しました決算概況資
料に沿って説明します。 

 





 まず、2019年3月期第3四半期の決算について説明します。 

 

 4ページをご覧ください。 

 



 連結決算の営業収益は、JR九州のマンション販売収入の減等はあったものの、キャタピラー九州の連
結子会社化等により、対前年186億円の増収となりました。 

 

 営業利益はJR九州の減価償却費の増等により、対前年14億円の減益となりました。 

 

 親会社株主に帰属する四半期純利益は、今年度発生した「平成30年7月豪雨」の災害による損失を計
上したものの、昨年度発生した災害に伴う損失の減等により4億円の減益となりました。 

 

 また、EBITDAは、キャタピラー九州の連結子会社化等により、対前年で14億円増加しました。 

 

 詳細については、5ページをご参照ください。 

 

 次にセグメント別の実績について説明いたします。6ページをご覧ください。 

 





 各セグメントについて、説明します。 

 

 運輸サービスセグメントについては、鉄道旅客運輸収入の増はあったものの、JR九州の減価償却費
の増等により、増収・減益となり、EBITDAも減少しました。 

 

 建設セグメントについては、新幹線関連工事の増等により、増収・増益となり、EBITDAも増加しま
した。 

 

 駅ビル・不動産セグメントについては、昨年度取得したタイのサービスアパートメント事業や昨年
度開業した六本松421や肥後よかもん市場による不動産賃貸の増はあったものの、マンション販売の
収入減等により減収・減益となり、EBITDAも減少しました。 

 

 流通・外食セグメントについては、ドラッグストアやコンビニエンスストアの新規出店等により増
収となったものの、人件費の増等により減益となり、EBITDAも減少しました。 

 

 その他セグメントについては、キャタピラー九州の連結子会社化、及び昨年度開業したJR九州ホテ
ルブラッサム那覇の平年度化等により増収・増益となり、EBITDAも増加しました。 

 

 続きまして、単体決算について説明します。8ページをご覧ください。 

 



 

 



 営業収益は、マンション販売収入の減等により対前年68億円の減収となりました。 

 

 営業費用は、減価償却費、動力費および修繕費の増はあるものの、人件費の減やマンション販売
原価の減等により、対前年で37億円減少しました。 

 

 特別損益は、「平成30年7月豪雨」に伴う災害経費の増があったものの、「平成28年熊本地震」
の受取保険金の増、および昨年度発生した災害に伴う損失の減等により、28億円増加しました。 

 

 以上の結果、四半期純利益は対前年35億円の増益となりました。 

 

 10ページをご覧ください。 





 鉄道旅客運輸収入について、新幹線は基礎トレンドが101％程度と堅調であったほか、大河ドラマ放
映の効果や9月の連休回数の増等もあり、対前年101.9%となりました。 

 

 一方、在来線は基礎トレンドは100%程度であったものの、「平成30年7月豪雨」による影響や昨年
梅雨時期の好天の反動等により対前年99.4%となりました。 

 

 続きまして、2019年3月期の通期業績予想について説明します。 

 

 12ページをご覧ください。 

 

 





 2019年3月期通期の連結業績予想については、2018年12月13日公表の通期予想から営業収益を下
方修正、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益をそれぞれ上方修正しています。 

 

 連結業績予想について、セグメント別に説明します。 

 

 13ページをご覧ください。 



 主なセグメントについて説明します。 

 

 運輸サービスセグメントは、補償金工事の減等による減収や原油価格の高騰による動力費の増等に
よる費用増により、対前回予想で減収・減益を見込んでいます。 

 

 建設セグメントは、新幹線関連工事の前倒しによる増や、当初計画より人件費や材料原価が減少し
たこと等により、対前回予想で増収・増益を見込んでいます。 

 

 駅ビル・不動産セグメントは、分譲マンション販売の増や賃貸マンション収入の増等により、対前
回予想で増収・増益を見込んでいます。 

 

 流通・外食セグメントは、ドラッグストアの新規出店の遅れや流通事業における同業他社との競争
激化による既存店への影響を踏まえ、対前回予想で減収・減益を見込んでいます。 

 

 その他セグメントは、ホテル事業が堅調に推移していることや新幹線関連工事の資材収入の増等に
より、対前回予想で増収・増益を見込んでいます。 

 

 続きまして、単体業績予想について説明します。 

 

 14ページをご覧ください。 

 

 



 単体業績予想についても、 2018年12月13日公表の通期予想から営業収益は下方修正したものの、
営業利益は据え置き、当期純利益は上方修正しています。 

 

 鉄道旅客運輸収入については、 「平成30年7月豪雨」による影響はあるものの、新幹線収入が堅調
に推移している等、第3四半期までのご利用状況等を鑑み、対前回予想から据え置きとしています。 

 

 営業費用について、動力費は、単価の増等により対前回予想で5億円の増を見込んでいるものの、補
償金工事の減に伴う修繕費の減等により対前回予想で6億円の減を見込んでいます。 

 

 営業外損益については、グループ会社からの受取配当金の増等により、対前回予想で29億円の増を
見込んでいます。 

 

 その結果、当期純利益については、対前回予想で29億円増の446億円を見込んでいます。 

 

 以上で、説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

 






